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　６月24日、ＪＡ本店ひびきのホールで第28回通常総代会が開催されました。当日は総代564名（欠員３名）
のうち、本人出席180名、書面出席286名、総数466名に出席いただき、午後１時30分に岩田義雪専務の挨拶で
開会しました。開催に当たり五十嵐雅樹組合長は総代会への出席及びＪＡ各事業における組合員の日頃よりの深
いご理解とご協力に対し、感謝の意を述べました。
　また、本庄児玉郡市の各首長や本庄農林振興センターなどの関係団体、各連合会より多数の来賓にご出席いた
だき、ご祝辞を賜りました。
　提出された第１号議案から第５号議案について質疑応答を含めた慎重審議の結果、全ての議案が可決・承認さ
れました。
　続いて、付帯決議についても賛成多数で採択され、午後３時06分に中秀幸常務の閉会の言葉をもって終了し
ました。

 挨拶をする五十嵐組合長

Ｐ２……… 目次・総代会写真
Ｐ３……… 総代会特集：ごあいさつ（組合長）
Ｐ４……… 総代会提出議案
Ｐ５……… 貸借対照表／損益計算書
Ｐ６～７… 事前説明会開催報告／
　　　　　 説明会における総代からの意見・要望
Ｐ８……… 総代アンケートの結果報告
Ｐ９～10… 正組合員次世代総点検活動の実施
　　　　　 結果報告について

Ｐ11……… 表紙のひとの紹介
Ｐ12～13… 直売所smile便り／ひびきのニュースコーナー
Ｐ14……… 生き活きWOMEN女性部
Ｐ15……… 営農技術情報
Ｐ16……… ＪＡインフォメーション
Ｐ17……… ひびきの通信
Ｐ18……… クロスワード
Ｐ19……… 理事会報告／事業概要
Ｐ20……… 農機大展示会／編集後記

ひびきの８月号　2025　 No.229目次 ＣＯＮＴＥＮＴＳ



3

 ＪＡ綱領を唱和する参加者 議案決議の様子

　

第
28
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
総
代
を
は
じ
め
組
合
員
、

関
係
者
の
皆
様
に
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
第
28
回

の
通
常
総
代
会
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
総
代
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
該
事
業
年
度
は
、
社
会
・
経

済
・
農
業
分
野
で
様
々
な
変
化
が

発
生
し
、
当
組
合
で
も
大
き
な
試

練
を
迎
え
た
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

国
内
で
は
イ
ン
フ
レ
の
進
行
、
日

銀
の
金
融
政
策
転
換
に
よ
り
「
金

利
の
あ
る
世
界
」
が
到
来
し
、
経

済
環
境
に
大
き
な
変
化
が
お
き
ま

し
た
。
急
激
な
金
利
上
昇
に
伴
い
、

組
合
員
・
利
用
者
の
預
か
り
金
利

が
大
き
く
上
昇
し
、
調
達
コ
ス
ト

が
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

一
方
、
当
組
合
で
は
保
有
す
る
有

価
証
券
の
評
価
損
が
膨
ら
ん
だ
一

部
銘
柄
を
売
却
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
の
米
騒
動
に
よ
り

量
販
店
や
米
屋
か
ら
お
米
が
消
え

る
と
い
う
現
象
が
お
き
ま
し
た
。

一
昨
年
ま
で
米
余
り
に
よ
り
、
政

策
と
し
て
飼
料
用
米
を
推
進
し
て

い
た
状
況
が
一
変
し
ま
し
た
。
国

の
作
況
指
数
や
流
通
等
に
問
題
が

あ
る
の
か
不
透
明
で
す
が
、
急
激

な
米
価
上
昇
に
よ
る
米
離
れ
や
輸

入
米
の
急
増
に
は
危
機
感
を
感
じ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、
米
価
が
上
が
り
持
続
的
に
米

作
り
が
で
き
、
安
定
的
に
消
費
者

が
購
入
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

が
改
正
さ
れ
、
国
は
生
産
現
場
か

ら
消
費
者
ま
で
適
正
な
価
格
取
引

を
行
う
法
整
備
を
進
め
、
実
行
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
も
低
迷
す
る
農
産

物
価
格
に
生
産
経
費
を
転
嫁
す
る

仕
組
み
作
り
に
大
き
く
声
を
上
げ

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
県
内
に
15
あ
る
Ｊ
Ａ

を
、
４
Ｊ
Ａ
に
す
る
構
想
が
あ
り
、

昨
年
７
月
に
西
北
部
の
広
域
合
併

研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
対

象
の
Ｊ
Ａ
は
西
北
部
地
区
と
な
り
、

埼
玉
ひ
び
き
の
を
含
め
た
７
Ｊ
Ａ

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
各

Ｊ
Ａ
の
現
況
調
査
段
階
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
総
代
会
等
で
随

時
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
の
各
事
業
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
販
売
・
購
買
事

業
は
米
価
の
大
幅
な
上
昇
に
伴
う

集
荷
率
の
減
少
こ
そ
あ
り
ま
し
た

が
、
冬
野
菜
の
高
単
価
や
販
売
戦

略
、
担
い
手
経
営
体
へ
の
積
極
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
活
発
な
直
売
所

事
業
に
支
え
ら
れ
て
順
調
に
推
移

し
ま
し
た
。
共
済
事
業
は
支
店
や

渉
外
職
員
が
一
体
と
な
り
、「
ひ

と
・
い
え
・
く
る
ま
・
農
業
」
の

万
全
な
保
障
提
供
を
行
う
こ
と

で
計
画
を
上
回
る
実
績
と
な
り

ま
し
た
。
信
用
事
業
は
個
人
貯

金
、
貸
出
金
等
に
お
い
て
好
調
に

推
移
し
ま
し
た
が
、
金
利
上
昇
に

よ
る
調
達
コ
ス
ト
の
増
加
や
、
約

７
億
７
０
０
０
万
円
の
有
価
証
券

の
売
却
費
用
に
よ
り
、
信
用
事
業

収
益
は
大
き
く
減
少
し
、
今
年
度

の
事
業
損
失
の
要
因
と
な
り
ま
し

た
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
多
大

な
る
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と

に
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
職

員
一
丸
と
な
り
経
営
基
盤
の
再
構

築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
豊
か
な
農
業
基
盤
を

次
世
代
へ
繋
げ
て
い
く
た
め
に
、

組
合
員
の
皆
様
の
声
を
結
集
し
、

役
職
員
一
同
で
持
続
可
能
な
農
業

と
地
域
社
会
の
未
来
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
総
代
の
皆

様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
総
代

会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
し

ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

五
十
嵐 

雅
樹
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受付の様子

事
は
７
名
（
う
ち
員
外
監
事
１
名
）

で
あ
り
ま
す
。

【
附
帯
決
議
】

　

本
日
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
、
権

利
義
務
に
関
せ
ざ
る
字
句
の
修
正
及

び
行
政
庁
の
指
示
に
よ
る
変
更
に
つ

い
て
は
、
そ
の
処
理
を
理
事
会
に
一

任
す
る
。…
承
認
可
決

【
報
告
事
項
】

第
28
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
の

報
告
に
つ
い
て

総
代
会
提
出
議
案

【
第
１
号
議
案
】

第
28
期
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案

の
承
認
に
つ
い
て
…
承
認
可
決

　
第
28
期
の「
事
業
報
告
」及
び
「
剰

余
金
処
分
案
」
を
確
定
さ
せ
る
た
め
、

ご
承
認
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

第
28
期
の
剰
余
金
処
分
案
は
、
下
記

に
記
載
の
と
お
り
で
す
。

 議事を進行する北野博議長

決
議
事
項

〔
注
〕

１
．
出
資
配
当
金
は
1.0
％
の
割
合
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
年
度
内
の
増
減
及
び
新
規
加
入
に

つ
い
て
は
日
割
計
算
に
よ
り
ま
す
。

２
．
任
意
積
立
金
に
お
け
る
目
的
積
立
金
の
種
類

及
び
積
立
目
的
、
積
立
目
標
額
、
取
崩
基
準

等
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

３
．
次
期
繰
越
剰
余
金
に
は
、
営
農
指
導
、
生
活
・

文
化
改
善
事
業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
の
繰
越

額
１
５
、０
０
０
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　　　　　　剰余金処分案（第28期）� （単位：円）

科　　　目 金　　　額
１．当 期 未 処 分 剰 余 金 957,065,122
２．剰　余　金　処　分　額 460,960,816
　⑴  利　益　準　備　金 -
　⑵  任　意　積　立　金 441,061,051

（農業生産資材価格変動目的積立金） （100,000,000）
（営農販売施設整備目的積立金） （100,000,000）
（金利リスク管理目的積立金） （200,000,000）
（税 効 果 会 計 積 立 金） （ 41,061,051）

　⑶  出　資　配　当　金 19,899,765
４．次 期 繰 越 剰 余 金 496,104,306

計
画
」
の
ご
承
認
を
お
願
い
す
る
も

の
で
す
。

【
第
３
号
議
案
】

第
29
期
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

…
承
認
可
決

　

第
29
期
の
「
事
業
計
画
」
の
ご
承

認
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

【
第
４
号
議
案
】

令
和
７
年
度
（
第
29
期
︶
に
お
け
る

理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
…
承
認
可
決

　
昨
年
度
の
支
給
実
績
、
事
業
実
績
、

経
済
情
勢
、
埼
玉
県
Ｊ
Ａ
役
職
員
報

酬
給
与
等
審
議
会
の
答
申
等
を
考
慮

し
て
、
令
和
７
年
度
の
理
事
の
報
酬

に
つ
い
て
は
総
額
４
、５
２
０
万
円
以

内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
各

理
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
理
事
会
に
ご
一
任
願
い

た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
理
事
は

26
名
で
あ
り
ま
す
。

【
第
５
号
議
案
】

令
和
７
年
度
（
第
29
期
）
に
お
け
る

監
事
の
報
酬
に
つ
い
て
…
承
認
可
決

　
昨
年
度
の
支
給
実
績
、
事
業
実
績
、

経
済
情
勢
、
埼
玉
県
Ｊ
Ａ
役
職
員
報

酬
給
与
等
審
議
会
の
答
申
等
を
考
慮

し
て
、
令
和
７
年
度
の
監
事
の
報
酬

に
つ
い
て
は
総
額
１
、１
２
０
万
円
以

内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
各

監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
監
事
の
協
議
に
ご
一
任

願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
監

【
第
２
号
議
案
】

中
期
３
か
年
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

…
承
認
可
決

　
　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
10

年
３
月
31
日
ま
で
の
「
中
期
３
か
年
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第 28 期　　損　益　計　算　書
（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで） （単位：千円）

科　　　　　目 金　　額
１ 事 業 総 利 益 1,387,052
　⑴ 信 用 事 業 収 益 1,074,901
　⑵ 信 用 事 業 費 用 902,583

信 用 事 業 総 利 益 172,317
　⑶ 共 済 事 業 収 益 528,469
　⑷ 共 済 事 業 費 用 46,544

共 済 事 業 総 利 益 481,925
　⑸ 購 買 事 業 収 益 3,790,421
　⑹ 購 買 事 業 費 用 3,338,048

購 買 事 業 総 利 益 452,372
　⑺ 販 売 事 業 収 益 459,069
　⑻ 販 売 事 業 費 用 227,858

販 売 事 業 総 利 益 231,211
　⑼ 保　管　事　業　収　益 10,833
　⑽ 保　管　事　業　費　用 621

保 管 事 業 総 利 益 10,212
　⑾ 加　工　事　業　収　益 6,442
　⑿ 加　工　事　業　費　用 1,150

加 工 事 業 総 利 益 5,292
　⒀ 利　用　事　業　収　益 111,986
　⒁ 利　用　事　業　費　用 81,438

利 用 事 業 総 利 益 30,548
　⒂ 宅 地 等 供 給 事 業 収 益 17,020
　⒃ 宅 地 等 供 給 事 業 費 用 3,854

宅 地 等 供 給 事 業 総 利 益 13,165

科　　　　　目 金　　　額
　⒄ そ の 他 事 業 収 益 26,501
　⒅ そ の 他 事 業 費 用 16,828

そ の 他 事 業 総 利 益 9,673
　⒆ 指 導 事 業 収 入 7,090
　⒇ 指 導 事 業 支 出 26,756

指 導 事 業 収 支 差 額 △19,665
２ 事 業 管 理 費 1,886,293
　⑴ 人 件 費 1,264,687
　⑵ 業 務 費 209,785
　⑶ 諸 税 負 担 金 51,362
　⑷ 施 設 費 351,044
　⑸ そ の 他 事 業 管 理 費 9,414

事 業 損 失 499,241
３ 事 業 外 収 益 203,727
４ 事 業 外 費 用 65,421

経 常 損 失 360,935
５ 特 別 利 益 58,916
６ 特 別 損 失 65,644
税 引 前 当 期 損 失 367,663
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 3,520
法 人 税 等 調 整 額 △40,705
法 人 税 等 合 計 △37,185
当 期 損 失 金 330,478
当 期 首 繰 越 剰 余 金 382,949
金利リスク管理目的積立金取崩額 770,594
営農販売施設整備目的積立金取崩額 134,000
当 期 未 処 分 剰 余 金 957,065

第 28 期　　貸　借　対　照　表
（令和７年３月31日　現在） （単位：千円）

科　　　　　目 金　　額
（　資　産　の　部　） 　　　　

１ 信 用 事 業 資 産 152,294,552
　⑴ 現 金 627,351
　⑵ 預 金 106,427,808
　⑶ 有 価 証 券 21,616,739
　⑷ 貸 出 金 23,548,729
　⑸ その他の信用事業資産 155,524
　⑹ 貸 倒 引 当 金 △81,600
２ 共 済 事 業 資 産 13,070
　⑴ その他の共済事業資産 13,070
３ 経 済 事 業 資 産 1,234,415
　⑴ 経 済 事 業 未 収 金 764,788
　⑵ 経 済 受 託 債 権 91,946
　⑶ 棚 卸 資 産 241,234
　⑷ その他の経済事業資産 202,814
　⑸ 貸 倒 引 当 金 △66,369
４ 雑 資 産 198,017
　⑴ 雑 資 産 233,595
　⑵ 貸 倒 引 当 金 △35,578
５ 固 定 資 産 3,101,590
　⑴ 有 形 固 定 資 産 3,100,024

（うち　減価償却累計額） △5,652,585
　⑵ 無 形 固 定 資 産 1,566
６ 外 部 出 資 8,845,798
　⑴ 外 部 出 資 8,845,798
７ 繰 延 税 金 資 産 72,244

資　産　の　部　合　計 165,759,689

科　　　　　目 金　　額
（　負　債　の　部　）

１ 信 用 事 業 負 債 158,814,415
　⑴ 貯 金 158,766,195
　⑵ 借 入 金 193
　⑶ その他の信用事業負債 48,026
２ 共 済 事 業 負 債 511,147
　⑴ 共 済 資 金 238,251
　⑵ 未 経 過 共 済 付 加 収 入 262,729
　⑶ 共 済 未 払 費 用 9,201
　⑷ その他の共済事業負債 965
３ 経 済 事 業 負 債 393,583
　⑴ 経 済 事 業 未 払 金 236,902
　⑵ 経 済 受 託 債 務 156,681
４ 雑 負 債 244,883
５ 諸 引 当 金 88,373

負　債　の　部　合　計 160,052,404
（　純　資　産　の　部　）

１ 組 合 員 資 本 9,634,545
　⑴ 出 資 金 2,026,799
　⑵ 資 本 準 備 金 15,263
　⑶ 利 益 剰 余 金 7,611,415

　（ う ち 当 期 損 失 金 ） （330,478）
　⑷ 処 分 未 済 持 分 △18,932
２ 評 価・ 換 算 差 額 等 △3,927,260

純　資　産　の　部　合　計 5,707,284
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 165,759,689
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地　区 開催日 開催場所 総代数 出席者 参加率

本　庄 ６月４日 本店「ひびきのホール」 164 87 53.0％

上　里 ６月５日 上里営農経済センター 102 65 63.7％

美　里 ６月６日 美里支店 120 71 59.2％

児　玉 ６月９日 児玉支店 103 60 58.3％

神　川 ６月10日 神川支店 75 48 64.0％

合　　計 564 331 58.7％

議 案 説 明 会 の 様 子

総代会議案説明会開催報告
　ＪＡでは第28回通常総代会に先立ち、各地区の総代を対象とした議案説明会を開催しました。下記の通りに開
催状況と説明会で出された総代からのご意見・ご要望をご紹介します。
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の
責
任
に
つ
い
て
協
議
し
、
決
議
内
容

に
従
い
令
和
７
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で

の
３
か
月
間
は
常
勤
理
事
の
報
酬
を
減

額
し
て
い
ま
す
。

　

総
代
会
資
料
Ｐ
１
２
０
に
記
載
さ

れ
て
い
る
事
業
管
理
費
計
画
の
前
年

対
比
を
み
る
と
、
職
員
の
給
料
手
当

（
１
０
２
．
７
％
）
に
比
べ
て
役
員
報
酬

（
１
１
７
．
６
％
）
の
方
が
大
き
く
計
画

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

回　

答

　

理
事
・
監
事
の
報
酬
の
総
額
（
限
度

額
）
は
毎
年
そ
の
年
の
総
代
会
決
議
に
よ

り
決
定
し
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
昨
年
と

同
額
で
す
が
、
そ
の
金
額
は
限
度
額
で
あ

り
、
予
備
費
用
等
を
含
ん
だ
金
額
を
記
載

し
て
い
る
た
め
、
前
年
度
報
酬
と
の
差
が

生
じ
事
業
管
理
費
計
画
で
は
役
員
報
酬
が

１
１
７
．
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
報
酬
額
に
つ
い
て
は
埼
玉
県
Ｊ
Ａ

意
見
要
望
（
美
里
地
区
）

役
職
員
報
酬
給
与
等
審
議
会
の
答
申
に

基
づ
き
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
理
事
の
定
年
は
何
歳
ま
で
と

な
っ
て
い
る
か
。

回　

答

　

当
Ｊ
Ａ
の
役
員
候
補
者
推
薦
・
選
任

内
規
第
５
条
１
に
お
い
て
「
選
任
す
る

年
の
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
70
歳
以
下

の
者
と
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
女
性

理
事
も
同
様
で
す
。
県
内
で
は
役
員
候

補
者
の
年
齢
を
73
歳
ま
で
に
引
き
上
げ

る
Ｊ
Ａ
も
あ
り
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ
の
令

和
８
年
度
役
員
改
選
に
お
い
て
は
現
行

の
内
規
通
り
と
い
た
し
ま
す
。

　
「
女
性
理
事
の
登
用
に
関
す
る
内
規
」

の
変
更
に
つ
い
て
、
第
４
条
で
「
６
名

以
内
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
内
で

意
見
要
望
（
児
玉
地
区
）

意
見
要
望
（
神
川
地
区
）

も
男
女
共
同
参
画
に
向
け
て
女
性
役
員

を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
方
針
で
あ
れ

ば
「
６
名
以
上
」
と
表
記
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

回　

答

　

Ｊ
Ａ
目
標
で
は
「
女
性
理
事
の
運
営

参
画
を
令
和
８
年
度
ま
で
15
％
以
上
に

す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
に

従
い
内
規
の
変
更
を
行
い
、
今
後
、
意

欲
の
あ
る
女
性
理
事
候
補
者
は
地
区
枠

か
ら
選
出
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
「
女
性
理
事
登
用
に
関
す

る
内
規
」
の
変
更
が
理
事
会
に
お
い
て

決
議
さ
れ
た
こ
と
を
皆
様
に
報
告
い
た

し
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

議
案
説
明
会
に
お
け
る
総
代
か
ら
の

意
見
・
要
望

　

剰
余
金
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
組
合
員

の
た
め
に
出
資
配
当
金
を
１
％
以
上
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回　

答

　

令
和
６
年
度
は
赤
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
が
、
経
営
環
境
か
ら
判
断
し
て
出

資
配
当
金
を
１
％
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
は
組
合
員
の
皆
様
の
た

め
に
出
資
配
当
を
増
や
せ
る
よ
う
経
営

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

赤
字
決
算
の
状
態
で
、
理
事
、
監
事

の
報
酬
が
前
年
と
同
額
な
の
は
な
ぜ
か
。

回　

答

　

総
代
会
資
料
ｐ
22
に
は
役
員
報
酬
の

限
度
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
度
第
12
回
定
例
理
事
会
（
３
月
）

に
お
い
て
赤
字
決
算
に
か
か
る
経
営
陣

意
見
要
望
（
本
庄
地
区
）

意
見
要
望
（
本
庄
地
区
）
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　令和６年度には総代改選が行われましたが、毎年行っている総代アンケートにおいて総代の「高齢化」や
「受け手不足」といった声が多く寄せられています。ＪＡでは次回の総代改選時（令和９年９月）に総代定
数567名の見直しを行う予定です。見直しにあたり、ＪＡ内でも委員会や理事会において協議・検討してい
ますが、今回のアンケートにおいて総代の皆様から総代歴や定数の見直し方法について意見をいただき、今
後の定数見直しの検討に役立ててまいります。また、今後の地区別説明会でも、検討状況を報告させて頂き
ます。

① アンケート実施期間：令和７年６月12日（木）～24日（火）延べ13日間
② アンケート対象者数：総代564名（定数567名中３名欠員）
③ アンケート回収率：60.6％（総代564名中342名回答）

質問１：お住まいの地区をお聞きします
（１）本庄地区 92 27％

（２）上里地区 69 20％

（３）美里地区 78 23％

（４）児玉地区 53 15％

（５）神川地区（旧神泉地区を含む） 50 15％

単位：人　全体に占める割合

質問２：これまでの総代歴をお聞します
（１）今回（令和６年10月～）初めて総代になった 147 43％

（２）前回から引き続き総代になっている（２回目） 74 22％

（３）前回は総代ではなかったが、これで２回以上、総代になっている 53 15％

（４）ずっと総代になっている（３回以上連続） 68 20％

単位：人　全体に占める割合

質問３：ＪＡでは次回の総代改選時（令和９年９月）に総代定数567名の見直しを行う予定です。
総代定数の見直しにあたり、ご意見をお聞かせください。　　　　　　　　　

（１）定数は見直さない方がよい（現状のままでよい） 66 19％

（２）見直し（削減）をした方がよい 192 56％

（３）分からない 81 24％

（４）その他 3 1％

単位：人　全体に占める割合

質問４：質問３で（２）を選択した方にお聞きします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　定数の見直しをする場合、どのような方法で行ったらよいですか？（複数回答可）

（１）現在の字単位の中だけで総代定数を見直す 100 47％

（２）近隣の字と統合して、字から選任する総代定数を見直す 84 40％

（３）分からない 22 10％

（４）その他 6 3％

単位：人　全体に占める割合
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　ＪAでは令和３年11月のＪA埼玉県大会決議内容を踏まえ、地域ごとに農業の担い手の現状や将来の見通しを
組合員とともに点検することにより、 将来の地域営農ビジョンを策定し、次世代組合員を「計画的」かつ「確
実」に創出することを目的とした「次世代総点検活動」を令和６年５月～12月までの期間において実施いたし
ました。今回の活動を基に策定した地域営農ビジョンを今後当ＪAの自己改革や中期計画などの内容に盛り込み、
地域農業を支えている正組合員の皆様と一丸となって、将来の担い手への支援策を実践してまいります。ＪA職
員による正組合員の皆様への聞き取り調査結果を下記の通りにご報告させていただきます。

本庄北支店 522 本庄南支店 209 上 里 支 店 530
35.7％ 25.0％ 36.1％

美 里 支 店 436 児 玉 支 店 580 神 川 支 店 347
25.1％ 37.8％ 31.4％

①実施期間：令和６年５月～12月　②対象者：8,145名 （正組合員）③回答率：32.2% （2,624名回答）

〈各支店の内訳　上段：有効回答数　下段：回答率〉

選択肢 本庄北 本庄南 上　里 美　里 児　玉 神　川 合計
29歳以下 0 0 2 3 3 0 8
30～39歳 1 2 9 10 7 0 29
40～49歳 12 2 22 11 16 8 71
50～59歳 46 13 40 23 43 21 186
60～69歳 154 42 118 100 153 82 649
70～79歳 160 77 222 130 242 137 968
80歳以上 114 38 114 115 105 89 575

質問１：現在の年齢は？ ※回答がなかったものは集計から除外しております。 単位：人

単位：人

単位：人

単位：人

選択肢 本庄北 本庄南 上　里 美　里 児　玉 神　川 合計
主農業（認定） 84 22 62 31 48 42 289
主農業 57 20 50 49 44 31 251
兼　業 14 10 33 36 38 36 167
自　給 126 38 143 176 237 126 846
非　農 222 105 238 139 201 109 1,014

質問２：どのような農業形態ですか？ ※回答がなかったものは集計から除外しております。

選択肢 本庄北 本庄南 上　里 美　里 児　玉 神　川 合計
後継者が就農済 31 8 26 8 24 13 110
後継見込者がいる 6 3 9 13 8 9 48

未　定 39 20 51 37 43 22 212
いない 81 20 59 58 54 65 337

質問３：後継者はいますか？ ※質問２で「自給農家」「非農」を選んだ方は質問３以降の回答はしていません。

選択肢 本庄北 本庄南 上　里 美　里 児　玉 神　川 合計
29a以下 27 6 18 10 21 18 100
30～99a 61 18 48 58 39 47 271
100～299a 34 11 48 24 24 15 156
300～999a 16 8 15 10 25 12 86
1,000a以上 10 3 16 11 13 14 67

質問４：現在の耕作面積は？ ※回答がなかったものは集計から除外しております。

選択肢 本庄北 本庄南 上　里 美　里 児　玉 神　川 合計
米麦・大豆 12 17 76 63 68 44 280
露地野菜 102 39 70 72 74 41 398
施設野菜 90 13 39 19 15 12 188
果　樹 5 1 10 27 6 29 78
畜産酪農 2 1 10 3 12 5 33
花　卉 7 1 3 3 1 7 22
その他 1 2 7 10 6 6 32

質問５：現在の主な作付作物は？（上位３つまで）※回答がなかったものは集計から除外しております。 単位：人
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選択肢 本庄北 本庄南 上　里 美　里 児　玉 神　川 合計
現状維持 48 26 58 25 35 40 232
拡大予定 15 2 15 6 13 6 57
縮小予定 18 2 11 5 13 10 59
直売所出荷 2 0 0 1 1 1 5
自作で継続 12 6 9 15 11 8 61
離　農 21 2 14 21 19 17 94
不　明 40 11 27 30 30 24 162

質問８：10年後の農業形態はどのように考えているか？※回答がなかったものは集計から除外しております。 単位：人

選択肢 本庄北 本庄南 上　里 美　里 児　玉 神　川 合計
営農指導の充実 45 12 54 30 29 40 210
新規就農支援 25 4 18 12 20 16 95
資材価格の低減 90 31 73 65 43 60 362
直売所の売上支援 17 10 13 25 18 13 96
多様な販路開拓 20 13 18 17 11 8 87
青色申告支援 1 0 8 2 5 6 22
新品種・技術支援 14 3 8 8 6 9 48
スマート農業支援 9 2 14 7 5 1 38
遊休農地活用 34 11 30 37 17 30 159
融資相談 4 3 3 3 8 0 21

資産運用相談 3 8 6 7 2 6 32
相続相談 9 6 11 10 5 8 49
その他 3 2 4 4 8 3 24
特になし 31 4 19 17 36 18 125

質問９：今後JAに期待する支援は？（複数回答）※回答がなかったものは集計から除外しております。 単位：人

選択肢 本庄北 本庄南 上　里 美　里 児　玉 神　川 合計
100万円未満 16 14 36 44 39 41 190
100～300万円 29 9 21 27 20 11 117
300～1,000万円 46 13 37 26 20 32 174
1,000～3,000万円 43 9 26 13 19 13 123
3,000万円以上 13 1 17 5 8 3 47

質問６：前年度の農畜産販売額（加工含む）は？ ※回答がなかったものは集計から除外しております。 単位：人

選択肢 本庄北 本庄南 上　里 美　里 児　玉 神　川 合計
全利用 64 28 52 24 44 33 245
50～99％ 31 10 45 41 39 23 189
20～49％ 11 0 15 19 12 8 65
20％未満 9 0 11 7 6 9 42
非利用 36 8 14 16 24 33 131

質問７：出荷（直売所含む）する上でのJA利用は？ ※回答がなかったものは集計から除外しております。 単位：人

①持続成長型の担い手農家　　販売額1,000万円以上、経営規模を今後拡大または現状維持
②支援型の担い手農家　　　　販売額1,000万円以上、経営規模は今後縮小予定
③持続成長型の中核農家　　　販売額1,000万円未満、経営規模を今後拡大または現状維持
④支援型の中核農家　　　　　販売額1,000万円未満、経営規模は今後縮小予定

　ＪＡでは、アンケート結果をもとに上記のように①～④の農家を分類し、各地区でどの程度分布しているのか
を検証して、その農家形態に見合った営農指導やアプローチを行っていきます。また、この結果をもとに、行政
と連携した地域農業振興計画を策定していきます。

選択肢 本庄北 本庄南 上　里 美　里 児　玉 神　川 合計
持続成長型の担い手農家 34 10 33 9 18 12 116
支援型の担い手農家 9 0 4 3 2 2 20
持続成長型の中核農家 25 15 40 22 24 32 158
支援型の中核農家 9 2 7 2 9 8 37

統計結果：JA支援先の分類 ※このデータを元にクロス分析等を実施する予定。 単位：人
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　神川町元原にお住いの安田昌弘さんは就農して３年目になる梨農家。出身は東京都の東村

山市で前職は営業マンでした。自然に親しむことのできる仕事として農業、特に果樹栽培に

興味を持っていた安田さんは、神川町での「地域おこし協力隊」の募集を見つけたのをきっ

かけに一念発起して同町への移住と就農を決意しました。地元の梨農家のもとで修業をした

後に独立。現在は「幸水」、「豊水」を中心に40ａの梨園を営んでいます。梨は本格的な夏の

始まりとともに収穫時期を迎えるため、収穫作業や草刈りなどの圃場の管理は常に暑さとの

戦いとなる体力仕事。それでも「自分が作った梨を喜んで買ってくれたひとの笑顔を見た時

が何よりもうれしい」という安田さんはより良い梨を作る為に丁寧な栽培管理を心掛けてい

ます。

　今後の目標について伺うと「栽培面積をもう少し増やし、まず梨農家としてしっかりとし

た地盤を作ること。その上で縁あって移住し

てきたこの地域のために自分ができることを

見つけて、何らかの形で地域社会に貢献する

活動をしていきたい。継続は力なりをモッ

トーにチャレンジ精神を忘れずに生きていき

たいです」とお話ししてくださりました。

～
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
に
～

安や
す

田だ　
昌よ

し
ひ
ろ弘

さ
ん
（
49
）

神
川
町
元
原
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甘くてみずみずしい特産の梨
　今回は上里町と神川町の特産品である梨をご紹介
します。果汁たっぷりで甘味もさわやなか梨は管内
でもトップクラスの人気商品。贈り物にもってこい
で、毎年たくさんの人々が梨を求めて直売所を訪れ
ます。例年７月下旬から８月上旬頃に「幸水（こう
すい）」の収穫が始まり、その後８月下旬に埼玉県
のブランド梨「彩玉（さいぎょく）」、９月中旬頃に「豊
水（ほうすい）」と品種をリレーしながら10月上旬
頃まで出荷が続きます。上記の３品種以外にも「あ
きづき」「新高（にいたか）」「甘太（かんた）」など
様々な品種が販売されています。
　おいしく食べるコツは食べる30分ほど前に冷蔵
庫に入れるなどして適度に冷やすこと。また、実の
中心から外に向かって甘みが強くなるので、皮はで
きるだけ薄くむくのがおすすめです。8月23・24
日にはアグリパーク上里直売所で梨祭りを開催しま
す。地元の旬の味覚をぜひご賞味ください。

JA埼玉びびきの
公式LINE
アカウント

直売所情報は
 こちらから

直
売
所
の
イ
ベ
ン
ト
が
大
盛
況
で
し
た
‼

　
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
Ｊ
Ａ
の
各
直
売
所
で
「
と
う
も
ろ
こ
し
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
定
番
の「
味
来
」や
バ
イ
カ
ラ
ー
の「
ド
ル
チ
ェ
ド
リ
ー
ム
」

な
ど
様
々
な
品
種
の
と
う
も
ろ
こ
し
が
来
店
者
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
６
月
14
日
、
15
日

に
開
催
さ
れ
た
あ
お
ぞ
ら
館
の
と
う
も
ろ
こ
し
祭
り
で
は
本
庄
城
観
光
Ｐ
Ｒ
委
員
会
と
Ｊ

Ａ
が
コ
ラ
ボ
し
た
「
本
庄
城
」
の
ご
城
印
が
と
う
も
ろ
こ
し
を
５
０
０
円
以
上
購
入
し
た

方
に
対
し
て
当
日
限
定
で
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
２
週
に
亘
っ
て
開
催
さ
れ
た
ア
グ
リ
パ
ー

ク
上
里
直
売
所
で
は
毎
年
恒
例
の
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、７
月
12
日
と
13
日
、26
日
と
27
日
に
は
美
里
万
葉
の
里
直
売
所
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

祭
り
を
開
催
。
美
里
町
特
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
求
め
て
早
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が

直
売
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

アグリパーク上里直売所の
焼きとうもろこし

大盛況となったブルーベリー祭り こだま館直売所でのとうもろこし祭りでは
特製Ｔシャツを着てイベントにのぞみました

あおぞら館ではJAと本庄城が
コラボレーションしました
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管
内
で
た
く
さ
ん
の
農
業
体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

豪
雨
・
雹
害
応
援
企
画
を
開
催

（
美
里
町
）

　
６
月
６
日
、
児
玉
郡
神
川
町
立

青
柳
小
学
校
の
５
年
生
21
人
が
総

合
的
な
学
習
の
授
業
と
し
て
保
護

者
や
先
生
と
一
緒
に
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。
地
元
の
生
産
者
か
ら

お
借
り
し
た
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
、

児
童
た
ち
は
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
も
生
産
者
や
先
生
の
話
を
よ

く
聞
い
て
一
生
懸
命
に
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
６
月
22
日
に
は
田
ん
ぼ
の
期
間

オ
ー
ナ
ー
と
そ
の
家
族
を
対
象
と

し
た
田
植
え
体
験
が
上
里
町
で
実

施
さ
れ
、
90
人
の
参
加
者
が
Ｊ
Ａ

職
員
と
本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

職
員
の
指
導
の
も
と
田
植
え
作
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
７
月
６
日

に
は
ア
グ
リ
パ
ー
ク
上
里
直
売
所

に
て
同
じ
く
田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー
を

対
象
と
し
た
と
う
も
ろ
こ
し
の
収

穫
体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
12
日
に
は
美
里

万
葉
の
里
直
売
所
で
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
祭
り
に
合
わ
せ
て
「
て
ら
お

フ
ァ
ー
ム
」
の
圃
場
で
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
収
穫
体
験
を
開
催
。
参
加

者
た
ち
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
味
見

し
な
が
ら
一
生
懸
命
に
収
穫
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
７
月
10
日
に
関
東
地
方
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
の
際
に
、
美
里

町
で
は
一
部
地
域
で
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
大
の
雹
が
降
り
、
ハ
ウ
ス

や
露
地
野
菜
に
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
直
販
課
は
７
月
12
日
に
「
豪
雨
及
び
雹
害
応
援
企
画
！
」

と
題
し
て
、
同
町
で
被
害
に
遭
っ
た
一
部
の
圃
場
で
倒
伏
や
雹

に
よ
る
キ
ズ
で
出
荷
出
来
な
く
な
っ
た
と
う
も
ろ
こ
し
を
１
人

１
，０
０
０
円
の
参
加
費
で
３
Ｌ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
放
題
で

き
る
企
画
を
開
催
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
前
日
の
呼
び
か
け
に
も
関

わ
ら
ず
親
子
連
れ
な
ど
を
含
め
た
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

直
販
課
の
杉
和
浩
課
長
は
「
Ｊ
Ａ
と
し
て
被
害
に
遭
わ
れ
た

生
産
者
の
た
め
に
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
し
た
い
で
す
」
と
お

話
し
し
ま
し
た
。

 ブルーベリーの収穫体験

田んぼオーナーさんたちによる田植えの様子

とうもろこしの収穫体験

被害に遭った圃場でとうもろこしを
収穫する参加者

青柳小の田植え体験学習
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　６月17日、神川町営グラウンドでＪＡ
神川地区女性部（松本由紀子部長）が部員
向けにグラウンドゴルフ初心者講習会を開
催しました。グラウンドゴルフの普及と部
員同士の親睦を兼ねて実施されたもので、参加者た
ちはボールの打ち方を教わった後にゲームを実践し
ました。気温30℃の暑い中での開催となりました
が、部員たちは終始和気あいあいとした雰囲気の中、
楽しく練習に取り組んでいました。

　６月23日、上里地区女性部（大塚眞智
子部長）が上里営農経済センターでガー
デニング教室を開催。「暑くても爽やかに
香りを楽しむコンテナガーデン」をテーマ
とした今回は「ペチュニア・フラメンコホ
ワイト」、「エキナセア・
シャインスピリット」、

「マリーゴールド・アフ
リカン」、「カラミンサ」
などの香り豊かな花々
を組み合わせたコンテ
ナガーデンを製作しま
した。

香りを楽しむコンテナガーデン教室（上里地区女性部）

ソメイヨシノの「桜染」に挑戦（本庄地区女性部）

　７月３日、ＪＡ本庄地区女性部（金井清
子部長）がＪＡ本店の調理室で草木染教室
を開催。今回はソメイヨシノの枝から煮だ
した抽出液を使用した「桜染」に挑戦しま
した。生地にはシルクウールのスカーフを
使用し、部員たちはスカーフをお湯に通す

「地入れ」や、抽出液をお湯で薄めて作った染液で
スカーフに色を
付けるなどの作
業に丁寧に取り
組み、きれいな
桜色のスカーフ
が出来上がりま
した。

　６月26日、ＪＡ埼玉ひびきの連合女性
部（根本孝代部長）がＪＡ本店の調理室で

「健康と風土に合った食生活研修会」を開
催。部員13名らが参加しました。「ＪＡ女
性組織共同購入運動品目を使った地産地消
料理」と題したこの研修会で部員たちは「もち麦と
カリカリ梅の炊き込み
おにぎり」「あさりの
まぜそばタンメン」「豚
肉と大豆の辛みそ炒
め」「えびマヨ」「ミニ
肉まん」「豆腐とぬか
漬けのサラダ」など同
品目を使っ
た様々なレ
シピに挑戦
し、完成し
た料理は参
加した皆さ
んでおいし
くいただき
ました。

健康で風土に合った食生活研修会（連合女性部）

グラウンドゴルフ初心者講習会（神川地区女性部）

◀教室の様子

◀きれいな色
に仕上がり
ました研修会の様子

完成した料理

▲完成したコン
テナガーデン

▲草木染教室の
様子

▲楽法寺を
訪れた参
加者

講習会の様子



【問い合わせ】埼玉県本庄農林振興センター農業支援部　 TEL 0495−22−311615

す
る
。
被
害
株
は
抜
き
取
っ
て
ほ

場
の
外
で
処
分
す
る
。

症
状
：
葉
に
輪
紋
状
の
斑
点
を
生
じ
る

（
写
真
３
）。
下
葉
の
病
斑
か
ら
花

蕾
、
上
位
葉
、
隣
接
株
へ
と
感
染

が
進
む
。
葉
裏
に
病
斑
が
出
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。
花
蕾
に
は
黒
色

の
小
斑
点
を
生
じ
、
拡
大
し
て
黒

褐
色
に
腐
敗
す
る
。
早
い
作
型
で

発
生
が
多
い
。

特
性
：
発
病
適
温
は
20
～

25
℃
付
近
。
葉
面

が
濡
れ
た
状
態
が

9
時
間
以
上
続
く

と
胞
子
が
発
芽
し

感
染
が
お
こ
る
。

病
原
菌
は
病
気
に
か
か
っ
た
葉
や

花
蕾
と
と
も
に
土
壌
に
残
る
。

対
策
：
定
植
時
に
パ
レ
ー
ド
20
フ
ロ
ア
ブ

ル
【
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
：
７
】※
１
※
２
の

セ
ル
成
型
育
苗
ト
レ
イ
灌
注
を
行

い
、
効
果
が
低
下
す
る
時
期
（
お

お
よ
そ
定
植
1
か
月
ご
ろ
）
に
次

の
薬
剤
散
布
を
行
う
。
な
お
、
同

じ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
の
薬
剤
は
使
用

し
な
い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
べ

と
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
場
合

は
Ｚ
ボ
ル
ド
ー（
銅
水
和
剤
）【
Ｆ

Ｒ
Ａ
Ｃ
：
М
01
】※
１
※
３
や
ダ
コ

ニ
ー
ル
１
０
０
０
【
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ:

М

05
】※
１
を
散
布
す
る
。

夏から秋にかけて注意が必要な露地野菜の病害虫

埼玉県農業大学校　令和８年度　学生募集
募集定員は、野菜学科30人、水田複合学科５人、花植木学科15人、
酪農学科５人、短期農業学科35人です。詳しくは、埼玉県農業大学校ホー
ムページを御確認ください。

農薬を使用する際は、ラベルや袋に表示された使用基準を必ず守って使用しましょう。
農薬の飛散防止に努めましょう。農薬の使用記録をつけましょう。

　

今
年
の
夏
も
平
年
よ
り
気
温
が
高
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
集
中
豪
雨
の

発
生
も
懸
念
さ
れ
、
病
害
虫
の
多
発
生
に

注
意
が
必
要
で
す
。
近
年
、
気
候
変
動
に

よ
り
、「
例
年
通
り
」
の
管
理
が
通
用
し
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
場
を
こ
ま
め
に
観

察
し
て
病
害
虫
発
生
の
サ
イ
ン
を
と
ら
え
、

病
害
虫
の
特
性
を
踏
ま
え
た
防
除
を
行
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

症
状
：
幼
虫
に
よ
る
葉
の
食
害
（
写
真
１
）。

ね
ぎ
で
は
葉
身
内
に
侵
入
す
る
。

特
性
：
発
育
適
温
は
25
～
30
℃
で
、
高
温

で
雨
が
少
な
い
と
被
害
が
増
え
る
。

幼
虫
は
生
育
が
進
む
と
薬
剤
の
効

果
が
低
下
す
る
。
一
世
代
は
25
℃

で
は
約
28
日
程
度
で
、
繰
り
返
し

発
生
す
る
。

対
策
：
ほ
場
を
観
察
し
、

ふ
化
直
後
の
幼

虫
の
発
生
が
ほ

場
内
で
ピ
ー
ク

を
迎
え
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
防
除

す
る
。

症
状
：
葉
先
か
ら
枯
れ
て
生
育
が
悪
く
な

り
、
症
状
が
進
む
と
枯
死
す
る
。

軟
白
部
が
黒
変
し
て
腐
敗
し
、
ゴ

マ
粒
状
の
菌
核
が

多
数
形
成
さ
れ
る

（
写
真
２
）。

特
性
：
発
病
適
温
は
15
～

20
℃
付
近
で
、
気

温
が
10
～
15
℃
の

と
き
に
激
し
く
ま
ん

延
す
る
。
低
温
多

湿
で
発
生
し
や
す
く
、

晩
秋
に
雨
が
多
い
と

被
害
が
多
く
な
る
。

菌
核
は
土
壌
中
で

長
い
間
生
き
残
り

次
作
以
降
の
伝
染

源
に
な
る
。

対
策
：
発
生
後
の
防
除
が

難
し
い
た
め
、
図

２
を
参
考
に
し
て

体
系
防
除
を
実
施

写真１　幼虫による食害
　　　　（ブロッコリー）

図１　発生消長のグラフ　
　　　　　※病害虫防除所調査結果

写真２　被害株図２　体系防除の例

写真３　葉に生じた症状

農業大学校ＨＰ

★
発
生
消
長
の
グ
ラ
フ
の
活
用
★

病
害
虫
防
除
所
で
は
成
虫
の
誘
殺
数

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
成
虫
の
発
生

ピ
ー
ク
に
遅
れ
て
幼
虫
の
発
生
が
始

ま
り
ま
す
。
幼
虫
の
幼
齢
が
進
む
ほ

ど
薬
剤
の
効
果
が
低
下
し
ま
す
。
若

齢
幼
虫
の
う
ち
に
薬
剤
散
布
を
し
ま

し
ょ
う
。

※
１ 

令
和
７
年
７
月
１
日
登
録
状
況
（
Ｊ
Ｐ

Ｐ-

Ｎ
Ｅ
Т
）

※
２
「
は
な
や
さ
い
類
」
で
登
録

※
３
「
野
菜
類
（
キ
ャ
ベ
ツ
を
除
く
）」
で
登
録

　
　
　
　
写
真
提
供
：
埼
玉
県
病
害
虫
防
除
所

１
．�【
ね
ぎ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
露
地
野

菜
共
通
】
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ

２
．【
ね
ぎ
】
黒
腐
菌
核
病

３
．【
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
】
黒
す
す
病

コバトン
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⑴　「ＪＡの白蟻（シロアリ）駆除業者」を名乗ることが出来るのは埼玉県内ではナギ産業㈱
又はアサンテ㈱の２社のみとなります。その他社名を名乗る業者の場合は詐欺業者であ
る可能性が高いため、必要に応じて警察等へご相談願います。

⑵　万が一、契約してしまった場合でも、契約から８日以内であればクーリングオフが可能
ですので消費者生活センター等へご相談願います。

　埼玉県内で「ＪＡの白蟻（シロアリ）駆除業者」を名乗る業者が各家庭に電話や訪問する
事例が確認されています。
　組合員の皆様におかれましては、以下の方法でご対応いただきますようお願いいたします。

１．対応方法

２．「しろあり対策協会」認定業者につきまして当ＪＡのホームページをご参照ください
　　（「白蟻」又は「シロアリ」で検索）

白蟻駆除詐欺業者に
ご注意ください！

新規購入も他社様からの借換も大歓迎！！

1.78％のマイカーローン
店頭標準金利年2.68％
（最大▲0.9％軽減）

固定金利

保証料込 年

JA

コチラ
から

→

マイカー購入をお考えの皆様・すでに他社様でマイカーローンのお支払いを
されている皆様

スマホが苦手な方は御見積ご持参
のうえ、直接ご来店ください。

Ｐlus３０万円枠

（お支払額比較例）
融資金額４００万円 お支払年数５年のケース

※上記計算は＜概算＞であり、融資実行日等の違いにより、異なる場合
があります。

※ ﾃ ｨ゙ｰﾗｰﾛｰﾝの金利は一例で、実際とは異なる場合があります。

登録はもちろんお客様名義

手間一つで、数十万円の差！
これは驚き

（親・子・夫・妻名義は可）
月々お支払額 お支払総額

ﾏｲｶｰﾛｰﾝと
の差額ﾏｲｶｰﾛｰﾝ

年利 ％
某ﾃﾞｨｰﾗｰﾛｰﾝ

▲
年利 ％
某ﾃﾞｨｰﾗｰﾛｰﾝ

▲
年利 ％

・カー用品の購入代金として車
両代金とは別に最大３０万円ま
でお客様口座にお振込みができ
ます
・車検費用、マイカー共済
（2年分）等の費用もローン
に組み込みができます。
（見積書要）

見積取れたら
直ちにスマホで事前審査！

（今乗っているお車）（今乗っているお車） （購入するお車）（購入するお車）

ご主人様と奥様のお車でもOK!ご主人様と奥様のお車でもOK!
コチラ
　から
コチラ
　から

ローン
残高
ローン
残高

埼玉ひびきのとのお取
引状況に応じて金利が

軽減されます

事前審査申し込みと
JA

（契約をおまとめ）（契約をおまとめ）

バイクもＯＫ！
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＊イラスト・コメントを掲載させていただいた方には、
　ＪＡ商品券をプレゼントいたします。

今月のテーマ

夏祭り

　

ひ
び
き
の
通
信
で
は
、
季
節
ご
と
に

テ
ー
マ
を
考
え
て
、
皆
様
か
ら
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
広
報
誌
や
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
感
想
や
、
テ
ー
マ
以
外
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て

は
ク
イ
ズ
解
答
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
原
則
こ
ち
ら
で
お
預
か
り

し
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
返
却
希

望
の
方
は
そ
の
旨
お
書
き
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
き
れ
い
に
描
け
た
イ
ラ
ス
ト

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
な
く
原
本
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

「秋」
　１年の内で暑い時期ばかり
が長くなっていますが、今年
は秋らしい涼しい気候でひと
息つきたいですね。
　そんな秋を感じさせてくれ
るようなイラストや皆様から
のご投稿お待ちしております。

●10月号のテーマ●

ららさん
編 金魚すくいに、チョコバナナにりんごあめ。お祭りで
しか出来ないことや、食べられないものがあるから特別な
思い出になるのかもしれませんね。

★「
友
だ
ち
と
お
祭
り
に
行
く
‼
」
と
我

が
子
が
言
い
出
す
小
学
生
中
学
年
く
ら
い

ま
で
は
地
元
の
夏
祭
り
を
毎
年
味
わ
う
事

が
出
来
ま
し
た
。

子
ど
も
に
誘
わ
れ
な
く
て
も
夏
祭
り
を
楽

し
む
目
的
を
持
と
う
‼
と
浴
衣
着
付
教
室

を
受
講
。
一
度
だ
け
目
標
達
成
に
自
力
で

浴
衣
を
着
て
児
玉
の
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い

る
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
「
大
人
の
夏

祭
り
」
を
楽
し
む
角
度
を
工
夫
し
た
い
で

す
ね
。�

た
っ
こ
ち
ゃ
ん
さ
ん

★
夏
祭
り
と
言
え
ば
や
は
り
盆
お
ど
り
で

す
ね
。
昔
、
実
家
の
近
く
に
神
社
が
あ

り
、
盆
お
ど
り
を
良
く
見
に
行
き
ま
し

た
。
神
社
は
１
分
程
の
所
に
あ
り
、
夜
店

な
ど
が
出
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。�

ユ
ー
ミ
ン
さ
ん

　

 

同
じ
祭
り
で
も
そ
の
時
々
に
よ
っ
て

見
え
方
は
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
お
祭
り
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

編

　

 

祭
囃
子
が
耳
に
入
り
、
夜
店
の
あ
か

り
が
灯
っ
て
る
の
を
み
る
と
見
慣
れ
た
場

所
で
も
普
段
と
違
っ
た
特
別
な
雰
囲
気
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。

編

　

 

大
き
な
花
火
が
上
が
る
と
一
気
に
盛

り
上
が
り
ま
す
よ
ね
。
特
に
子
ど
も
の
頃

に
見
た
花
火
は
一
生
も
の
の
思
い
出
で
す

よ
ね
。

編

　

 

記
憶
は
お
ぼ
ろ
げ
で
す
が
、
昔
は
お

祭
り
も
も
っ
と
身
近
に
あ
っ
た
気
が
し
ま

す
。
そ
れ
だ
け
地
域
の
つ
な
が
り
が
強

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

編

まつさん

サンフラワーさん

　

 

い
く
つ
に
な
っ
て
も
お
祭
り
は
楽
し

い
も
の
で
す
よ
ね
。
ち
な
み
に
私
は
お
祭

り
の
金
魚
を
10
年
以
上
飼
っ
て
ま
し
た
。

長
い
付
き
合
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

編

わっしょいさん
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応募締切：３月1１日㈮必着

応
　
募
　
方
　
法

　
解
答
用
紙
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
・
住
所
・
氏
名
等
を
ご
記
入
の

上
、
最
寄
り
の
支
店
へ
お
届
け
く
だ
さ

い
。
左
記
住
所
へ
の
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　
８
月
号
誌
面
に
て
当
選
者
を
発
表
い

た
し
ま
す
。

　
抽
選
で
10
名
様
に
Ｊ
Ａ
商
品
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

本
庄
市
早
稲
田
の
杜
１
︱
14
︱
１　

Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の 

企
画
総
務
課
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号 

０
４
９
５
︱
23
︱
１
７
１
８

⃝

締
め
切
り
は
、
９
月
16
日
㈫
で
す
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
】

　

皆
様
か
ら
の
応
募
等
に
よ
る
個
人
情
報
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
本
誌
へ
の
掲
載
と
商

品
券
発
送
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

二重枠に入った文字を、Ａ→Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

ウメシユ
Ａ B C D６月号の答え

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

☆ヒント☆
光る甲殻類

❶国際博覧会（万博）には――各国が出展します
❸朝顔に――とられてもらひ水（千代女）
❺官の対義語
❻合格を目指して受けることも
❼二十四節気のひとつ。令和7年は8月23日です
❾悪夢を食べるといわれる想像上の動物
⓫旧国名のひとつ。今の滋賀県あたり
⓭人が並んで作るもの
⓯コイン――に荷物を入れた
⓱紙幣のすかしは――防止策のひとつです
⓳魚などの内臓のこと
⓴あぶく。ソーダ水からたくさん出ます
㉑半透明でプルプルした洋菓子

タ テ の カ ギ

ヨ コ の カ ギ

❶ミーンミン、シャワシャワ、カナカナカナ……
❷物事にかかわりを持つこと
❸代金は今度まとめて払うね
❹西田佐知子のヒット曲、『コーヒー・――』
❻さだまさしの名曲『――流し』で歌われている
のは、長崎県などでするお盆の行事
❽スイカにかける人もいます
❿2分の1がハーフなら4分の1は
⓬チョウが吸うもの
⓮台木にくっつけたり挟んだりして育てます
⓰もう一杯、お―― !
⓲鼻の長い動物

６
月
号
当
選
者

応募締切：９月16日㈫必着

お知らせ
公式ホームページからの解答も受付いたします。お問い合わせフォームから「お問い合わせ内容」
欄にクロスワードパズルの答え（匿名希望の場合はペンネームも）を入力し、送信してください。
住所・電話番号は、必ず入力してください。お送りいただいた解答に個別の返信はいたしません。
当選者については、誌面にて発表いたします。

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
神
川
町
）

（
神
川
町
）

モ

リ

コ

田
口
美
保
子

つ
ぶ
や
き

か
き
つ
ば
た

ジ
ョ
ニ
ー

ト
ラ
さ
ん

ヤ
ッ
ク
ン

ジ
ャ
ム
パ
ン

島
野
正
則

ポ

ン

出題：ニコリ
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告

理
事
会
報
告

協
議
事
項

⑴
２
０
２
５
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
発
行
に

つ
い
て

⑵
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
規
程
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い

て
⑶
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
変
更

（
案
）に
つ
い
て

⑷
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
基
本
方
針

の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑸
基
金
協
会
保
証
付
貸
出
案
件
の
条
件
変
更（
案
）

に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
令
和
６
年
度
内
部
監
査
に
関
す
る
品
質
評
価
結

果
に
つ
い
て

⑵
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑶
不
祥
事
対
応
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑷
総
代
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

⑸
令
和
７
年
度
第
１
四
半
期
の
疑
わ
し
い
取
引
届

出
状
況
報
告
に
つ
い
て

⑹
令
和
７
年
度
６
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ

い
て

⑺
令
和
７
年
度
第
１
四
半
期
余
裕
金
運
用
報
告
及

び
第
２
四
半
期
余
裕
金
運
用
計
画
に
つ
い
て

⑻
水
稲
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
広
域
防
除
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

⑼
夏
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

⑽
令
和
７
年
度
６
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑾
そ
の
他

令
和
７
年
度 

第
５
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

日　
時
：
令
和
７
年
８
月
27
日
㈬
午
後
３
時
00
分

場　
所
：
本
店　
２
階
役
員
会
議
室

告

理
事
会
報
告

令
和
7
年
7
月
28
日
㈪
開
催

令
和
７
年
６
月
24
日
㈫
開
催

協
議
事
項

⑴
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

⑵
行
政
庁
へ
提
出
す
る
業
務
報
告
書
の
承
認
に
つ

い
て

⑶
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い
て（
案
）

⑷
理
事
の
行
為
規
範
の
確
認
お
よ
び
現
況
届
の
提

出
に
つ
い
て

⑸
信
用
事
業
戦
略
シ
ー
ト
の
作
成（
案
）に
つ
い
て

⑹
賃
貸
住
宅
取
得
資
金
等
に
か
か
る
特
別
貸
出
の

申
込（
案
）に
つ
い
て

⑺
貸
出
金
利
基
準
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑻
組
合
員
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

⑼
夏
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑵
令
和
６
年
度
基
準
の
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告

に
つ
い
て

⑶
総
代
会
議
案
説
明
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

⑷
令
和
７
年
度
５
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ

い
て

⑸
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑹
令
和
７
年
度
５
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑺
そ
の
他

令
和
７
年
度 

第
４
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

日　
時
：
令
和
７
年
７
月
28
日
㈪
午
後
１
時
30
分

場　
所
：
本
店　
２
階
役
員
会
議
室

一般葬プラン

相続サポートサービス実施 JAならではの親身なサポートを充実

家族葬プラン

火葬式プラン

●アグリホール児玉  Tel.0495-72-8777
●アグリホール上里  Tel.0495-35-3152

なんでもお気軽にご相談ください。【相談無料】

アグリ会員募集中！！［入会金1,000円］

JAアグリホールは皆さまの暮らしのすぐ近くにあります。
JAアグリホールの安心葬儀
0120-83-6701

1,610億1,601万円
239億0,402万円

2,641億8,703万円
18億2,469万円
10億8,474万円 
20億2,911万円

貯 金 残 高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
販売品取扱高
購買品取扱高
出 資 金 残 高

　 事業の概要
令和７年６月30日現在

９月８日㈪・10月14日㈫
午後1時30分から



発
行

人
：

代
表

理
事
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合

長
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十
嵐

雅
樹

編
　

集
：

企
画

総
務

課
〒

367−
0030　

埼
玉

県
本

庄
市

早
稲

田
の

杜
1-14-1

TEL 0495（
24）7711   FAX 0495（

23）1718
発

行
所

埼
玉

ひ
び

き
の

農
業

協
同

組
合

令
和

７
年

８
月

　

梅
雨
も
明
け
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。
春
野
菜
が
農
閑
期
を
迎

え
る
一
方
で
、
夏
野
菜
の
収
穫
や
草
刈

り
な
ど
、
暑
さ
と
た
た
か
い
も
こ
れ
か

ら
が
本
番
で
す
ね
。
今
年
は
す
で
に
北

海
道
で
気
温
40
℃
を
観
測
し
た
と
の
こ

と
で
、
田
植
え
が
終
わ
っ
た
稲
が
無
事

に
こ
の
夏
を
乗
り
切
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

今
号
で
は
６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
28
回
通
常
総
代
会
」
の
特
集
に
加

え
、「
正
組
合
員
次
世
代
総
点
検
活
動
」

な
ど
の
取
組
み
の
実
施
結
果
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
田

植
え
体
験
や
収
穫
体
験
と
い
っ
た
子
ど

も
を
含
め
た
一
般
の
消
費
者
が
農
業
と

ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
お
米
を
含
め
た
い
ろ
ん
な

食
材
の
価
格
で
世
の
中
が
一
喜
一
憂
す

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
消
費
者
の
方
々
に

農
業
の
現
場
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

は
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

次
回
の
広
報
誌
「
ひ
び
き
の
」
は
10

月
号
を
お
届
し
ま
す
。
読
者
の
皆
様
が

暑
い
夏
を
元
気
に
乗
り
切
る
こ
と
が
出

来
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
か
ん
た
ろ
う
）


